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熊
谷
市
の
誕
生
を
記
念
し
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
新
市
に
ふ
さ
わ
し
く
、
市
民
に
親
し
み
や

す
い
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
、「
市
の
花
」・「
市
の
木
」・「
市
の
鳥
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
７
５
２
件
、
市
の
花
４
５
７
件
、
市
の
木
４
３
３
件
、
市
の
鳥
４
２
１
件
と
い
う
多
数
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
熊
谷
市
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
等
選
定
委
員
会
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は

応
募
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
作
品

（
採
用
作
品
）
を
１
点
、
優
秀
作
品

を
４
点
選
定
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

斎
藤
芳
男
さ
ん
（
春
日
部
市
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
賞
金
　
30
万
円�

　
熊
谷
市
（「
く
ま
」の
２
文
字
）
が

限
り
な
い
未
来
に
向
っ
て
大
き
く

飛
躍
し
て
い
る
様
子
を
デ
ザ
イ
ン

化
し
、「
青
色
」
は
、
快
晴
率
日
本

一
の
青
空
と
、自
然
豊
か
な
荒
川
・

利
根
川
の
流
れ
を
表
し
、「
オ
レ
ン

ジ
色
」は
、
熊
谷
の
夏
の
暑
さ
と
、

市
民
の
情
熱
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
荒
川
堤
は
古
く
か
ら
桜
の
名
所

と
し
て
親
し
ま
れ
、「
さ
く
ら
名
所

１
０
０
選
」
に�

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

熊
谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
や
さ
く
ら

祭
な
ど
の
行
事
も
行
わ
れ
、
広
く

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
の
花
「
サ
ク
ラ
」

　
荒
川
や
利
根
川
の
河
川
敷
を
始

め
、市
内
の
農
耕
地
に
数
多
く
生
息

し
て
い
ま
す
。春
の
訪
れ
を
感
じ
さ

せ
る
美
し
い
さ
え
ず
り
に
よ
り
、多

く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

※「
サ
ク
ラ
」・「
ケ
ヤ
キ
」・「
ヒ
バ

　
リ
」
に
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か

　
ら
抽
選
に
よ
り
、
１
万
円
相
当

　
の
商
品
券
ま
た
は
図
書
カ
ー
ド

　
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
企
画
課
　
☎
内
線
２
２
８

〈写真提供〉
國友靖彦氏

●
熊
谷
市
役
所 

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

　
ケ
ヤ
キ
は
大
空
に
伸
び
る
雄
大

さ
や
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
る
と
い

う
応
募
理
由
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
市
役
所
通
り
や
妻
沼
聖
天

山
を
始
め
各
所
で
見
ら
れ
、
多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

熊
谷
市
の
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
、「
市
の
花
」・
「
市
の
木
」・
「
市
の
鳥
」
が
決
定
し
ま
し
た

優
秀
作
品�

青
柳
謹
一
さ
ん
（
川
越
市
在
住
）

神
沼
直
樹
さ
ん
（
鴻
巣
市
在
住
）

小
松
博
文
さ
ん
（
羽
生
市
在
住
）

森
田
　
章
さ
ん
（
川
口
市
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
賞
金
　
３
万
円�

市
の
鳥
「
ヒ
バ
リ
」

市
の
木
「
ケ
ヤ
キ
」

　
県
北
初
の
20
万
都
市
の
誕
生
に

向
け
て
、
江
南
町
と
の
合
併
協
議

が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
１
市
２
町
の
合
併

協
議
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

新
市
の
円
滑
な
運
営
の
確
保
や

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
の
基

本
計
画
の
作
成
、
そ
の
他
合
併

に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
第
１
回
協
議
会
は
、
５
月
２
日

（
火
）
13
時
30
分
か
ら
商
工
会
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
合

併
協
議
会
の
予
算
、
規
定
類
お
よ

び
主
な
合
併
協
定
項
目
等
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
す
。

　
協
議
会
に
は
、
江
南
町
か
ら
の

合
併
協
議
会
設
置
の
申
し
入
れ
時

に
、
両
首
長
間
で
確
認
し
た
内
容

に
沿
っ
て
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

【
合
併
基
本
４
項
目
】

・
合
併
の
方
式
　
編
入
方
式

・
新
市
の
名
称
　
熊
谷
市

・
新
市
の
事
務
所
の
位
置
　
現
在

　
の
熊
谷
市
役
所

・
合
併
の
期
日
　
平
成
19
年
２
月

　
中
旬
を
目
途
に
合
併
協
議
会
で

　
決
定

　
合
併
協
議
会
の
会
議
は
、
公
開

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
協
議
経
過
は
、「
市

報
く
ま
が
や
」
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
第
２
回
合
併
協
議
会
（
予
定
）

　
と
き
　
　
６
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
10
時
か
ら

　
と
こ
ろ
　
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル

●
第
３
回
合
併
協
議
会
（
予
定
）

　
と
き
　
　
７
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
10
時
か
ら

　
と
こ
ろ
　
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
企
画
課
　
☎
内
線
２
２
８

◆
熊
谷
市
・
江
南
町
合
併
協
議
会

　
事
務
局
　
☎
内
線
５
２
８

江
南
町
と
の
合
併
協
議
が

　
　
　
　
　
　
　
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す左から富岡市長、福田征芳江南町長

産業功労表彰　

　　　　  近　藤　榮之助 氏
        　　　　　　　　　 （故人　本石）

　　　　　　　　近藤榮之助氏は、

　　　　　　　厳しい経済状況の

　　　　　　　中で指導力を発揮

　　　　　　　し、中小企業の経

営改善に努め、本市の商工業振興に

大きく貢献されました。氏は、家業

を経営しながら熊谷商工会議所に

おいて昭和55年に常議員に就任以

来、交通対策委員会委員長、繊維工

業部会部会長、会員サービス委員会

委員長、生活サービス業部会部会

長等の要職を歴任しながら、中小

企業の経営改善と各事業所従業員

の定着や確保を図り、地域社会の発

展のために活躍されました。さら

に、熊谷市公平委員会委員として

本市の人事行政の充実に尽力され

るなど、本市の発展と産業の振興

に寄与された功績は誠に顕著です。

（平成18年２月27日逝去　75歳）�
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文化功労表彰　

　　　　　石　垣　太　猷 氏
　　　   　　　     （75歳  大麻生在住）

　　　　　　　　石垣太猷氏は、

　　　　　　　熊谷市公民館協会

　　　　　　　会長等の要職を歴

　　　　　　　任されながら、公

民館活動を通じて地域の文化向上

に大きく貢献されました。氏は、一

貫して生涯学習時代の中核をなす

公民館活動に積極的に取り組み、

昭和60年に大麻生公民館長、平成

４年に熊谷市公民館協会会長、平

成17年には大里公民館連合会会長

および埼玉県公民館連合会常任理

事に就任し、地域文化の発展と向上

のため、優れた指導力を発揮し活

躍しています。さらに熊谷市社会

教育委員や熊谷市総合振興計画

審議会委員として優れた手腕を発

揮するなど、本市の発展と文化の

振興に寄与された功績は誠に顕著

です。

福祉功労表彰

　　　　　　  場　三　郎 氏
　　　　　       　　 （74歳  飯塚在住）

　　　　　　　　　場三郎氏は、

　　　　　　　妻沼町議会議員を

　　　　　　　勇退後、保護司と

　　　　　　　して更正保護活動

にあたり地域福祉の増進に大きく

貢献されました。氏は、昭和34年

に28歳で妻沼町議会議員となり２

期８年にわたり町政発展に尽力さ

れました。その後、昭和43年に保

護司を委嘱されて以来、37年余の

長きにわたり更正保護活動に精力

的に取り組まれています。昭和57

年からは熊谷地区保護司会副会長

に就任し、犯罪予防の啓発活動に

も積極的に取り組んでいます。さ

らに妻沼町教育委員として12年間

にわたり教育行政の充実に尽力さ

れるなど、本市の発展と市民福祉

の向上に寄与された功績は誠に顕

著です。

産業功労表彰

　　　　　堀　口　雅　也 氏
        　　　　　　（74歳  三ヶ尻在住）

　　　　　　　　堀口雅也氏は、

　　　　　　　くまがや農業協同

　　　　　　　組合代表理事組合

　　　　　　　長として指導力を

発揮し、農業の近代化に努め本市

の農業振興に大きく貢献されまし

た。氏は、農協の広域合併による

くまがや農業協同組合発足後、平

成14年に代表理事組合長に就任

し、農業の体力強化と農協改革に

積極的に取り組むとともに、平成

11年から６年間にわたり熊谷市農

業委員会委員として地域農業の振

興と農業者の地位向上に尽力され

ました。さらに、熊谷市特別職報

酬等審議会、熊谷市行政改革懇談

会および熊谷市都市計画審議会等

の委員として市政に貢献するなど、

本市の発展と産業の振興に寄与し

た功績は誠に顕著です。

自治功労表彰

　　　　     岡　田 　　廣 氏
　　　　　     　　   （70歳  妻沼在住）

　　　　　　　　岡田廣氏は、旧

　　　　　　　妻沼町長として町

　　　　　　　政発展に尽くされ

　　　　　　　るとともに１市２

町の合併を推進し、地方自治の振

興に大きく貢献されました。氏は、

旧妻沼町において収入役、助役等の

要職を歴任した後、平成15年に妻沼

町長に就任し、荻野吟子女史やグラ

イダー滑空場等の地域資源の活用

により地域振興を図りました。ま

た、平成の大合併という激動の時期

に、熊谷市と大里町との合併に真摯

に取り組み、町議会との緊密な連携

のもとに町民説明会を開催するほ

か、「熊谷市・大里町・妻沼町合併協

議会」の副会長として合併実現に

奔走し、新熊谷市誕生に貢献される

など、本市の発展と地方自治の振興

に寄与した功績は誠に顕著です。

自治功労表彰

　　　　   吉　原　文　雄 氏
        　　　　　       （68歳  玉作在住）

　　　　　　　　吉原文雄氏は、

　　　　　　　旧大里町（村）長と

　　　　　　　して町（村）政発展

　　　　　　　に尽くされるとと

もに1市2町の合併を推進し、地方自

治の振興に大きく貢献されました。

氏は、大里村議会議員を務められ

た後、平成３年に大里村長に就任

し、プロジェクト推進や町制施行

により町（村）政の発�展に尽くされ

ました。また、熊谷市と妻沼町と

の合併は不可避であるという信念

のもとに、町議会との連携や町民理

解の促進により合併実現に尽力す

るとともに、「熊谷市・大里町・妻沼

町合併協議会」の副会長として新

熊谷市誕生に貢献され、新熊谷市発

足時には市長職務執行者を務める

など、本市の発展と地方自治の振興

に寄与した功績は誠に顕著です。

いし　　　がき　　　たい　　　ゆうよし　　　ば　　　 さぶ　　　ろうこん　　　どう　　 えい　の　すけ

ほり　　　ぐち　　　まさ　　　　やおか　　　 だ　　　　　　 ひろしよし　　　わら　　　ふみ　　　 お

　４月22日、熊谷文化創造館「さくらめいと」において合併記念式典と併せ
て熊谷市表彰式を挙行し、本市の文化の興隆、福祉の増進、産業の発展ま
たは自治の振興にご貢献された６名の方を、熊谷市表彰条例により表彰し
ました。また、市表彰規則により191名の方々を表彰しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆秘書課　☎内線２０４

条例表彰者のご紹介

しん し

（平成18年４月１日現在）
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足
利
尊
氏
御
判
御
教
書

　
付
　
山
下
教
輔
宛
根
岸
武
香
書

　
　
　
状「
證
」　
　
　
　
　
１
点�

　
　
　
足
利
尊
氏
御
判
御
教
書
鑑

　
　
　
定
書
　
　
　
　
　
　
１
点�

　
本
御
教
書
は
、
足
利
尊
氏
が
、

観
応
３
（
１
２
５
２
）年
７
月
28
日

付
で
、
家
臣
の
仁
木
修
理
亮
あ
て

に
申
し
付
け
た
命
令
書
で
す
。
内

容
と
し
て
、
尊
氏
は
同
年
４
月
13

日
付
で
、
鎌
倉
の
永
福
寺
に
春
原

庄
内
平
塚
郷
（
現
在
の
平
塚
新
田

付
近
）
の
土
地
の
寄
進
状
を
出
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
寄
進
事
務

が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
た

め
、
改
め
て
滞
り
な
く
進
め
る
よ

う
言
い
つ
け
た
も
の
で
す
。
尊
氏

に
関
す
る
御
教
書
と
し
て
は
県
内

初
の
も
の
で
、関
連
文
書
と
し
て
、

御
教
書
が
贈
ら
れ
た
経
緯
を
示
す

山
下
教
輔
宛
根
岸
武
香
書
状「
證
」

と
足
利
尊
氏
御
判
御
教
書
鑑
定
書

が
あ
り
ま
す
。

根
岸
家
文
書�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
に
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
胄
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降
も
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
武
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
県
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
議
長

や
貴
族
院
議
員
を
歴
任
す
る
な
ど

治
世
に
尽
く
し
た
豪
農
で
す
。
本

文
書
は
江
戸
時
代
の
村
方
文
書
、明

治
初
年
の
戸
長
役
場
関
係
文
書
、

明
治
・
大
正
期
の
同
家
の
土
地
経

営
関
係
文
書
な
ど
５，
１
９
３
点

で
、
幕
末
期
の
尊
皇
攘
夷
に
関
す

る
史
料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
根
岸
武
香
に
よ
る
吉
見
百
穴

発
掘
調
査
史
料
や
そ
の
保
存
活
動

の
史
料
も
含
ま
れ
て
い
て
、
近
世

以
降
の
関
東
地
方
の
豪
農
の
成
立

と
経
営
、
近
代
の
歴
史
学
、
考
古

学
の
黎
明
期
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
史
料
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

　
本
像
は
像
高
30
・
５
㎝
、台
座
の

高
さ
９
・
４
㎝
の
阿
弥
陀
如
来
像

で
、
鎌
倉
期
金
銅
仏
の
特�

徴
が
よ

く
表
れ
て
い
ま
す
。
全
体
に
極
め

て
丁
寧
か
つ
堅
実
な
仕
上
が
り

と
な
っ
て
い
て
、
当
初
は
表
面
に

漆
で
箔
押
し
が
施
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
細
部
に
金
の
輝
き
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
台
座
は
江
戸
時

代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
側
面
に

銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
久
下

村
無
量
山
正
法
院
如
来
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
上
中
条
常
光
院
の
末

寺
で
あ
っ
た
正
法
院
が
廃
寺
と
な

っ
た
た
め
、
常
永
寺
に
移
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◆
社
会
教
育
課
　
☎
内
線
３
９
４�

　
合
併
後
初
と
な
る
今
回
の
指
定

で
は
、
古
文
書
な
ど
３
件
が
指
定

さ
れ
、
当
市
の
文
化
財
は
合
せ
て

２
５
５
件
と
な
り
ま
し
た
。�

に
　
き
　
し
ゅ
り
の
す
け

よ
う
ふ
く
　じ

か
ん
の
う

し
ゅ
ん
の
は
ら

た
か 

う
じ  

ご  

は
ん 

み
ぎ
ょ
う
し
ょ

し
ょ
う

き
ょ
う
す
け

た
け

か

そ
ん
の
う
じ
ょ
う
い

れ
い
め
い

う
る
し

は
く

ま
つ

じ

ど
う
ぞ
う   

あ     

み    

だ  

に
ょ
ら
い

く

む
り
ょ
う
ざ
ん
し
ょ
う
ぼ
う
い
ん
に
ょ
ら
い

　今年もアジサイが見ごろとなる季節（6月中旬～下旬）

がやってきます。熊谷市観光協会では、「あじさい寺」と

して知られる能護寺まで、「無料シャトルバス」を運行

します。市内循環ゆうゆうバス（１回100円）と合わせ

て、ぜひご利用ください。

運行日　6月10日(土)・11日(日)・17日(土)・18日(日)

運行区間　2区間

①聖天山 （妻沼聖天前バス停西駐車場）⇔ 能護寺（境内東駐車場）

②道の駅めぬま ⇔ 能護寺（境内東駐車場）

初夏を彩るあじさい寺（能護寺）
　ところ　永井太田1141

　参観時間　8：00～17：30

　参観料金　300円（18歳未満は無料）�

　◆妻沼行政センター 産業課

妻沼聖天山

能護寺

至羽生

至太田

妻沼中央公民館

道の駅めぬま

妻沼行政センター

至本庄

県道深谷妻沼線

県道羽生妻沼線

国
道
４
０
７
号

市ノ坪

登戸永井太田

①

②

●熊谷市役所  ☎048-524-1111

妻沼聖天前

新
た
な
指
定
文
化
財

男沼小

あじさい寺へ「無料シャトルバス」が運行

常
永
寺
銅
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
躯

寺門静軒書状

  

新
た
な
指
定
文
化
財
は
、
５
月
16

 
 

日（
火
）か
ら
28
日（
日
）（
22
日〈
月
〉

  

休
）
ま
で
、
市
立
熊
谷
図
書
館
美

  

術
展
示
室
で
展
示
し
ま
す
。
　

　市では、学校・地域・家庭の協力を得て、子どもたちが放課後や

週末などに異なる学年の友だちと遊んだり、地域の人たちと交流が

できる場を設け、心豊かでたくましい子どもたちを地域で育てるた

めの支援をしています。

　この事業では、旧熊谷市・旧大里町を活動の拠点とした「ふれあ

いスクール」と旧妻沼町を活動の拠点とした「遊びの学校」を設置し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放課後や週末に地域の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方の支援を受け、さま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざまな体験活動を行っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人と人とのつながり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を深め、「地域で子ども

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たちを育てる」環境をみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んなでつくりましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆社会教育課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎内線388
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市
で
は
、
子
育
て
の
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
、さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
で
あ
る
、
乳
幼
児
の

入
院
・
通
院
に
か
か
る
医
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
「
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
」
に
つ
い
て
、
平
成

18
年
６
月
１
日
診
療
分
か
ら
、
入

院
に
つ
い
て
の
助
成
対
象
年
齢

を
中
学
校
卒
業
（
15
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）
ま

で
に
拡
大
し
、
名
称
が
「
こ
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
」
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

平
成
18
年
６
月
１
日
診
療
分
か
ら

の
変
更
事
項

※
通
院
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お

　
り
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼

　
児
に
限
り
ま
す
。

新
た
に
入
院
に
つ
い
て
助
成
対
象

と
な
る
こ
ど
も

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
小
学
校
第
１

学
年
か
ら
中
学
校
第
３
学
年
ま
で

の
こ
ど
も
（
た
だ
し
、
生
活
保
護

の
適
用
や
重
度
心
身
障
害
者
医
療

「
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
」

　
　  

入
院
の
助
成
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

●妻沼行政センター  ☎048-588-1321　●大里行政センター  ☎0493-39-0311

名
　
称

入
院
の

場
合

  

変
更
前

乳
幼
児
医

療
費
助
成

小
学
校
就

学
前
ま
で

  

変
更
後

こ
ど
も
医

療
費
助
成

中
学
校
卒

業
ま
で

費
の
受
給
を
受
け
て
い
る
こ
ど
も

は
除
き
ま
す
）
。

※
ピ
ン
ク
色
の
資
格
証
を
発
行
し

ま
す
。

登
録
の
方
法

　
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
登

録
申
請
が
必
要
で
す
。
次
の
も
の

を
持
参
し
、
こ
ど
も
課
、
ま
た
は

各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
　

　
印
鑑
、健
康
保
険
証
、
保
護
者
名

　
義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
を
除
く
）

※
入
院
後
ま
た
は
退
院
後
の
登
録

　
で
も
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
現
在
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資

　
格
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ

　
の
ま
ま
有
効
期
間
終
了
ま
で
使

　
用
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
後
、登

　
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
３
７
２

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
　
福
祉
課�

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
　
福
祉
課�

日
間
の
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
社
会
体
験
活
動

を
通
し
て
多
く
の
人
々
と
ふ
れ
あ

い
、
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

を
積
む
こ
と
で
、感
性
や
社
会
性
、

自
律
す
る
心
を
養
い
、
心
豊
か
に

生
き
る
力
を
育
む
こ
と
と
、
こ
の

体
験
を
通
し
て
、
将
来
、
主
体
的

に
自
己
の
進
路
を
選
択
・
決
定
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
５
日
間
の
社
会
体
験
活
動
を
実

施
し
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
５
日
間
の
体
験
を
通
し
、
仕
事

の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
、
働
く
こ

と
の
意
義
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
社
会

で
の
体
験
が
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
て
ま
す
。
今
年
度
も
、

生
徒
の
受
入
れ
に
つ
い
て
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
教
育
研
究
所
　
☎
内
線
３
８
３

　
市
内
16
校
の
中
学
１
年
生
（
ま

た
は
２
年
生
）
が
、地
域
の
事
業
所

や
店
舗
、
社
会
福
祉
施
設
等
で
５

中
学
生
社
会
体
験
活
動
に

　
　
　
　
　
　 

ご
協
力
を

大幡キッズ「作って食べよう」

長井小遊びの学校「大正琴体験」 西小っ子ふれあいスクール「麦わら工作」

ふれあいスクール・遊びの学校
～地域の方々とふれあおう～

は
ぐ
く

スーパーマーケットでの社会体験活動
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

団
体
で
、
公
益
的
な
活
動
を
行
う

市
民
活
動
団
体
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、「
は
じ
め
の
一
歩
助
成
金
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
主
に
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る

団
体
を
支
援
す
る
「
ス
タ
ー
ト
助

成
金
」
と
、
す
で
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
、
活
動
を
さ
ら
に

活
発
に
す
る
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
助
成
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
１
団
体
当
た
り
の
上
限
額

　
　
　
　
10
万
円（
５
団
体
程
度
）

　
新
た
に
市
民
活
動
団
体
と
し
て

公
益
活
動
を
開
始
す
る
団
体
、
ま

た
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）
の
認
証
を
目
指
し
て

い
る
団
体
等
を
対
象
に
、
団
体
が

活
動
や
事
業
を
開
始
で
き
る
よ
う

立
ち
上
げ
期
に
係
る
費
用
に
対
し

て
支
援
し
ま
す
。

　
１
事
業
当
た
り
の
上
限
額

　
　
　
　
30
万
円（
５
団
体
程
度
）

　
現
在
市
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
を
対
象
に
、
実
施
し
て

き
た
公
益
活
動
を
拡
大
、
ま
た

は
他
の
団
体
と
合
同
事
業
を
開

始
す
る
場
合
な
ど
、
活
動
基
盤

の
拡
充
等
に
係
る
費
用
に
対
し

て
支
援
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
の
手
引
き
・
申
請
書
　

　
５
月
10
日
（
水
）か
ら
配
布
（
土

　
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除�

く
）

受
付
期
間
　
６
月
１
日（
木
）〜
15
日

　
（
木
）（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除�

く
）

※
重
複
し
て
応
募
す
る
こ
と
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

助
成
金
交
付
団
体
の
決
定
　
７
月
中
旬�

助
成
金
の
交
付
　
概
算
交
付
も
で

　
き
ま
す
。

実
績
報
告
書
の
提
出
　
事
業
終
了

　
後
14
日
以
内

配
布
・
受
付
場
所
　
市
民
活
動
推

　
進
課
（
市
役
所
２
階
）

※
申
請
に
は
事
業
計
画
書
、
団
体

　
概
要
書
等
が
必
要
で
す
。
詳
し

　
く
は
申
請
の
手
引
き
を
ご
参
照

　
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
４
７
５�

市
民
の
公
益
活
動
を
支
援
し
ま
す

「
は
じ
め
の
一
歩
助
成
金
」
を
交
付
し
ま
す

介護保険料が改定されました

　平成18年度から20年度までの３年間の介護保険料が

下表のとおり改定されました。

介護保険を利用して住宅改修をする場合の変更点

　４月から、介護保険の住宅改修費を利用して住宅改

修をする場合は、事前に組合または熊谷・大里・妻沼

各介護保険事務所へ関係書類を提出し、審査を受けて

必要と認められた場合に限り、住宅改修費が支給され

ます。

介護保険を利用して福祉用具を購入する場合の変更点

　４月から、事前に指定された事業所で販売される特

定福祉用具を購入した場合に限り、福祉用具購入費が

支給されます。

福祉用具貸与の変更点

　４月から、要支援、要介護１の方については、次の

品目が保険給付の対象外となりました。�

・特殊寝台（付属品を含む）

・車椅子（付属品を含む）

・床ずれ防止用具および体位変換器

・認知症老人徘徊感知器　・移動用リフト

※既に福祉用具貸与を利用している方は、４月から６

　か月間の経過措置があります。

◆大里広域市町村圏組合 介護保険課　☎501-1330

　熊谷介護保険事務所（長寿いきがい課内☎内線217）

　大里介護保険事務所（大里行政センター　福祉課内）

　妻沼介護保険事務所（妻沼行政センター　福祉課内）

介護保険制度が変わりました

種　類

花火の種類、価格、内容

 7 号 玉

 8 号 玉

10 号 玉

スターマイン

10 号 玉

スターマイン

   価　格

23,000円

35,000円

50,000円

25万円～

50,000円

25万円～

　　内　　容

メッセージをプログラム
に掲載し、打上げ前にそ
の内容を放送します。

企業広告をプログラムに
掲載し、宣伝文を打上げ
前に放送します。

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火  

企
業
広
告
花
火

はいかい

い　す

◆商業観光課　☎内線312

■熊谷花火大会 
とき　8月12日（土）19：00～21：00
※順延の場合は13日（日）、19日（土）、20日
 （日）順で開催します。

申込受付期間　5月15日（月）～6月23日（金）

熊谷花火大会熊谷花火大会

提供者
募　集

　第５７回熊谷花火大会の開催にあたり、

メッセージ花火、企業の広告花火を募集

します。多彩な花火大会となるよう、た

くさんのご提供をお待ちしています。

第57回第57回

保険料
段　階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

  保険料率

基準額×0.5�

基準額×0.5�

基準額×0.75�

　　基準額�

基準額×1.25�

基準額×1.5�

保険料額
（年額）

20,400円

20,400円

30,600円

40,800円

51,000円

61,200円

　　   対　　象　　者　

老齢福祉年金の受給者で、本人
および世帯全員が住民税非課税
の場合。生活保護の受給者

本人および世帯全員が住民税非
課税で、合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下の方�

本人および世帯全員が住民税非
課税で、第２段階以外の方

世帯の誰かに住民税が課税されて
いるが、本人が住民税非課税の方

本人が住民税課税で合計所得金
額が200万円未満の方

本人が住民税課税で合計所得金
額が200万円以上の方
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市
政
情
報

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

●
熊
谷
市
役
所  

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー  

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー  

☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

基
本
健
康
診
査
、
人
間
ド

ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
検
査

料
を
助
成
し
ま
す

4
月
か
ら
市
役
所
の
組

織
と
事
務
窓
口
の
一
部

が
変
わ
り
ま
し
た

◎
組
織
の
変
更

・
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
の
産
業

　
課
と
建
設
課
は
、
産
業
建
設

　
課
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

・
教
育
委
員
会
大
里
事
務
所
は
、

　
大
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

　
へ
移
転
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
課
妻
沼
事
務
所
は
廃

　
止
と
な
り
ま
し
ま
し
た
。
お

　
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
課

　
（
箱
田
五
丁
目
13-

１ 

県 

消

　
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
谷

　
２
階  

☎
５
２
１-

０
５
５
６
）

　
へ
お
願
い
し
ま
す
。

◎
事
務
窓
口
の
変
更

・
埼
玉
県
収
入
証
紙
の
販
売
窓

　
口
は
、
出
納
室
と
な
り
ま
し

　
た
。

◆
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
☎
内
線
２
１
６

熊
谷
市
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

推
進
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

電　話
520-1730
526-2882
521-0089
528-8300
528-5555
532-3735
533-4666
501-0771
532-6717
533-7511
521-0065
521-4115
524-3841
525-2522
528-2288
536-8888
521-4477
521-0321
522-7022
526-1530
522-4480
522-0600
521-4565
536-3800
521-1112
526-1171
522-1680
533-2691
523-4771
521-0105
521-7371
521-1083

0493-23-1221
0493-24-6111
572-2411

0276-38-5110
526-5737

　 所　在　地
桜木町1-195��
今井1266-1�
弥生1-50
箱田1-12-24
中央3-186
大麻生1396
拾六間273
佐谷田1541-1�
美土里町3-136�
久保島1785-2
中西4-5-1
佐谷田3811-1�
上之3854
宮前町1-135-2
上奈良1296
村岡535-1�
河原町２-５�
石原3-208�
大原2-7-10
上之1562-1
銀座1-110�
末広2-137
本石2-240�
万吉2205
鎌倉町３
肥塚1427-5�
宮町2-60
新堀128
石原100-1�
本町1-24-1
大原1-1-33
本石2-61
東松山市石橋1721
東松山市松山2392
深谷市常盤62-2
太田市高林東町1800�
箱田1-2-39

　 医  療  機  関  名
あいざわクリニック
あさひクリニック�
石川医院
いのクリニック
えのもとクリニック
大塚医院
岡田医院
かくたクリニック�
籠原病院
久保島診療所
熊谷総合病院
熊谷外科病院�
熊谷生協病院��
熊谷福島病院
熊谷内科小児科たかしの森クリニック
小林医院
小林クリニック�
埼玉慈恵病院�
しぶや医院
清水内科
たがやクリニック�
藤間病院
長又医院 �
丹羽クリニック
野口医院
平田クリニック
松井医院
村上クリニック
森医院
山崎外科胃腸科
山本内科胃腸科医院
吉田医院
埼玉成恵会病院
東松山市立市民病院
深谷市総合検診センター
堀江病院
熊谷保健センター

　 医  療  機  関  名
関東脳神経外科病院
熊谷総合病院
磯部クリニック
小暮医院
小川赤十字病院
埼玉成恵会病院
東松山市立市民病院

　 所　在　地
代1120
中西4-5-1
深谷市新井926
深谷市中瀬1216
比企郡小川町小川1525
東松山市石橋1721
東松山市松山2392

電　話
521-3133
521-0065
575-1131
587-1262

0493-72-2333
0493-23-1221
0493-24-6111

表２　脳ドック助成 指定医療機関

表１　人間ドック助成 指定医療機関

　
市
で
は
、
ご
み
の
資
源
化
を
目

的
と
し
て
、
再
利
用
で
き
る
資
源

を
集
団
回
収
す
る
団
体
に
、
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
市
内
に
住
所
の
あ
る

　
方
た
ち
で
組
織
す
る
、
営
利
を

　
目
的
と
し
な
い
団
体
（
自
治
会
・

　
子
ど
も
会
・
長
寿
ク
ラ
ブ
・
学

　
校
関
係
等
）

対
象
品
目
　
紙
類
・
布
類
・
び
ん

　
類
・
金
属
類

交
付
金
額
　
回
収
量
１
㎏
に
つ
き

　
４
円

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
廃
棄
物
対
策
課
　
☎
内
線
３
２
７

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課

　
熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

健
康
管
理
と
疾
病
予
防
を
目
的
に

基
本
健
康
診
査
料
や
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
の
検
査
料
等
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
の
補
助�

対
象
　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う

基
本
健
康
診
査
を
受
け
る
満
40
歳

以
上
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者（
加
入
者
）
。

補
助
額
　
料
金
の
全
額
を
補
助
し

ま
す
。

※
当
日
、
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
査
料

の
助
成�

対
象
　
満
30
歳
以
上
（
申
請
当
日
）

の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

（
加
入
者
）
で
、
国
民
健
康
保
険
税

が
完
納
さ
れ
て
い
る
方
。

　
指
定
医
療
機
関
は
、
表
１
・
表

２
の
と
お
り
で
す
。

助
成
金
額
　
本
年
度
は
、「
予
防
」

重
視
の
観
点
か
ら
助
成
額
を
３
万

円
限
度
と
し
ま
し
た
。

※
１
人
１
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

　
ド
ッ
ク
ど
ち
ら
か
１
回

助
成
の
方
法

①
希
望
す
る
指
定
医
療
機
関
に
直

　
接
申
し
込
み
、
受
検
日
を
予
約

　
し
ま
す
。�

②
印
鑑
・
保
険
証
を
持
っ
て
保
険

　
年
金
課
・
各
行
政
セ
ン
タ
ー
（
市

　
民
環
境
課
）
に
助
成
の
申
請
を�

　
し
、「
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

　
検
査
料
助
成
金
交
付
決
定
通
知

　
書
」
を
受
け
取
り
ま
す
。

③
指
定
医
療
機
関
に
②
の
決
定
通

　
知
書
を
提
出
し
ま
す
。�

④
検
査
料
か
ら
助
成
金
額
を
差

　
し
引
い
た
金
額
で
受
検
で
き

　
ま
す
。�

◆
保
険
年
金
課
　
☎
内
線
２
７
６

不
用
品
登
録
あ
っ
旋
事
業〈
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
〉登
録
受
付
中
　
▼
詳
細
は
熊
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
◆
市
民
活
動
推
進
課
　
☎
内
線
２
８
６

５
月
は

　
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を

　
赤
十
字
の
事
業
は
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
活
動
資
金
（
社
資
）
に

よ
り
、災
害
救
護
活
動
等
様
々
な
人

道
的
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。今

年
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
熊

　
谷
市
地
区
（
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
５
０
９
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●
熊
谷
市
役
所  

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー  

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設

 

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

旧
熊
谷
市
域
と
旧
妻
沼
町

域
の
下
水
道
使
用
料

浄
化
槽
補
助
制
度
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
18
年
度
建
築
物
等

　
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

　
消
防
法
・
火
災
予
防
条
例
の
改

正
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
全
て
の

住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

新
築
　
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

　
設
置

既
存
　
平
成
20
年
５
月
31
日
ま
で

　
に
設
置

※
義
務
化
に
伴
い
悪
質
な
訪
問
販

　
売
業�

者
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部 

予
防
課

　
　
　
　  

☎
５
２
２-

９
９
９
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://
w

w
w

.k
u

m
ag

ay
a119.jp

/
�

一
　
般
　
用

　
下
水
道
使
用
料
は
、
旧
熊
谷
市

域
分
と
旧
妻
沼
町
域
分
で
は
左
表

の
と
お
り
異
な
り
、
旧
熊
谷
市
域

分
に
つ
い
て
は
４
月
か
ら
変
わ
り

ま
し
た
。�

旧
熊
谷
市
域
分
の
新
使
用
料
の
請
求

　
７
月
以
降
（
６
月
検
針
分
か

ら
）
で
、
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て

２
か
月
ご
と
に
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま�

す
。

【
偶
数
月
検
針
】　
６
月
検
針
分
か

　
ら
で
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

　
場
合
、
７
月
10
日
頃
口
座
振
替

　
を
し
ま
す
。
納
付
書
で
お�

支
払

　
い
の
場
合
、
７
月
15
日
頃
納
付

　
書
を
送
付
し
ま
す
。�

【
奇
数
月
検
針
】　
７
月
検
針
分
か

　
ら
で
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

　
場
合
、
８
月
10
日
頃
口
座
振
替

　
を
し
ま
す
。
納
付
書
で
お
支�

払

　
い
の
場
合
、
８
月
15
日
頃
納
付

　
書
を
送
付
し
ま
す
。�

※
た
だ
し
、
４
月
１
日
以
降
に
使

　
用
開
始
を
さ
れ
た
場
合
は
、
そ

　
の
日
よ
り
新
使
用
料
が
適
用
さ

　
れ
、
５
月
以
降
の
お
支
払
い
か

　
ら
新
使
用
料
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

◆
下
水
道
課

　
　
　
　 

☎
５
２
１-
０
５
５
６

　
次
の
場
合
に
、
市
は
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
自
己
の
居
住
の
た
め
の
住
宅
に

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

　
場
合

・
単
独
処
理
浄
化
槽
あ
る
い
は
汲

　
取
ト
イ
レ
を
合
併
処
理
浄
化
槽

　
に
転
換
す
る
場
合

補
助
対
象
に
な
る
浄
化
槽

・
合
併
処
理
浄
化
槽
機
能
保
証
制

　
度
に
基
づ
い
た
保
証
登
録
の

　
あ
る
浄
化
槽
で
、
処
理
対
象
人

　
数
が
５
人
以
上
10
人
以
下
の

　
も
の

補
助
金
額

・
新
設
の
場
合

　
浄
化
槽
設
置
費
と
し
て
、
人
槽

　
に
か
か
わ
ら
ず
１
基
当
た
り

　
　
　
　
　  

１
２
０，
０
０
０
円�

・
単
独
処
理
浄
化
槽
あ
る
い
は
汲

　
取
ト
イ
レ
を
合
併
処
理
浄
化
槽

　
に
転
換
す
る
場
合

 

　
①
浄
化
槽
設
置
費

　
５
人
槽
　
　
３
５
４，
０
０
０
円�

　
６
〜
７
人
槽
４
１
１，
０
０
０
円�

　
８
〜
10
人
槽
５
１
９，
０
０
０
円�

　 

②
単
独
処
理
浄
化
槽
あ
る
い
は

　
汲
取
便
槽
の
処
分
費

　
１
基
当
た
り
　
６
０，
０
０
０
円

補
助
対
象
に
な
る
区
域

・
公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区

　
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
計

　
画
（
予
定
）
区
域
な
ど
を
除
く

　
区
域

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

・
浄
化
槽
の
設
置
届
出
ま
た
は
建

　
築
確
認
を
受
け
ず
に
設
置
し
た

　
場
合

・
住
宅
な
ど
を
借
り
て
い
る
方
で
、

　
賃
貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い

　
場
合

※
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

　
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

　
さ
い
。
　
　

◆
環
境
衛
生
課
　
☎
内
線
３
５
８�

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課�

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課�

第
48
回
全
国
水
道
週
間

　
　
６
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

　
水
は
、私
た
ち
人
間
は
も
と
よ
り

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
貴
重
な
資
源
を
有
効
利
用

し
、
暮
ら
し
に
役
立
て
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

全
国
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン�

  
「
安
全
と  

お
い
し
さ
ご
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
水
」

◆
営
業
課
　
☎
５
２
０-

４
１
３
２�

水
を
大
切
に

　
　
　   

使
い
ま
し
ょ
う

よ
　
い
　
み
　
ず

　
こ
の
調
査
は
昨
年
１
年
間
の
建

築
物
お
よ
び
住
宅
の
建
築
状
況
な

ど
を
調
査
し
、
国
や
県
の
住
宅
行

政
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
６
月
９
日
（
金
）か
ら
30
日
（
金)�

の
間
に
、
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
開
発
指
導
課
　
☎
内
線
４
６
３

■旧熊谷市域の下水道使用料（１か月）

■旧妻沼町域の下水道使用料（１か月）

備考   公衆浴場用は「公衆浴場の確保のための特別措置に関する
　法律第26条」に規定する公衆浴場に適用されます。

使用料の区分

　  基本料金

　  従量使用料
　  （１㎥当り）

公衆浴場用

使用料の区分

　  基本料金

　  従量使用料
　  （１㎥当り）

850.0

110.0

125.0

140.0

155.0

170.0

190.0

210.0

55.0

1,050.0

105.0

115.5

126.0

136.5

147.0

168.0

199.5

210.0

汚　水　排　水　量    　

    10㎥まで

10㎥を超え 　　30㎥まで

30㎥を超え  　　50㎥まで

50㎥を超え　　100㎥まで

100㎥を超え　　200㎥まで

200㎥を超え　　500㎥まで

500㎥を超え　1,000㎥まで

1,000㎥を超える分　　　　  

汚　水　排　水　量    　

    10㎥まで

10㎥を超え 　　20㎥まで

20㎥を超え 　　30㎥まで

30㎥を超え  　　50㎥まで

50㎥を超え　　100㎥まで

100㎥を超え　　200㎥まで

200㎥を超え　　500㎥まで

500㎥を超え　1,000㎥まで

1,000㎥を超える分　　　　  

１㎥につき

使用料(円)
（H18.4.1改定）

使用料(円)

（税込み）

（税込み）

一
　
般
　
用
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標
語
「
私
た
ち
も
　
社
会
に
貢
献
　
消
費
税
」 

中 

井 

秀 

蘭
さ
ん

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

あ
な
た
の
土
地
は

　
　
管
理
が
十
分
で
す
か

クーリング・オフについて

　詳しくは、消費生活相談窓口にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　◆市民相談室　☎内線283

　高齢者を狙った悪質商法が後を絶たず、高齢者のご家族の

方やご本人、周囲の方からの相談が増加しています。

　また、新社会人になった方や、大学に入学された方など、

社会経験の少ない２０歳前後の若者も同様に悪質商法に狙われ

やすいのでご注意ください。

　お困りのときは市役所の消費生活相談窓口でご相談ください。

※消費生活相談は、４月から月･火･水･金曜日（祝日を除く）

　の週４日に増設されました。時間は９：３０～１６：００です。

　「クーリング・オフ」とは、訪問販売などの特定の取引の

場合、一定期間内ならば、消費者が契約を無条件で無かった

ことにできる制度です。

クーリング・オフできる期間

　契約書を受け取った日から、その日を含めて８日以内（マ

ルチ商法、内職・モニター商法は２０日以内）

クーリング・オフの方法

①ハガキを２枚用意し、１枚に販売会社、

　もう１枚に信販会社の宛名を記入する。

②記入例を参考にして裏面を記入し、控え

　用にハガキの表・裏のコピーをとる。

③郵便局で配達記録郵便として送付する。

クーリング・オフ

契
約
解
除
通
知
書

　
●
契
約
年
月
日

　
●
商
品
名

　
●
契
約
金
額

　
●
販
売
会
社
・
担
当
者
名

　
右
記
日
付
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。

な
お
、
支
払
済
の
○
○
円
を
返
金
し
、

商
品
を
引
き
取
っ
て
下
さ
い
。

平
成
○
年
○
月
○
日

　
○
市
○
丁
目
○
番
地
　
氏
名
○
○
○

《ハガキ記入例》

　
６
月
１
日
現
在
で
住
民
票
に
基

づ
き
、
選
挙
人
名
簿
に
定
時
登
録

し
ま
す
。
今
回
登
録
さ
れ
る
の
は

次
の
方
で
す
。

最
近
転
入
さ
れ
た
方

　
平
成
17
年
12
月
２
日
か
ら
平
成

18
年
３
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
、ま
た
は
転
入
届
出
を
さ

れ
、引
き
続
き
熊
谷
市
に
住
所
の
あ

る
方
で
、
年
齢
が
20
年
以
上
の
方

（
昭
和
61
年
６
月
２
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）

年
齢
が
満
20
年
に
な
る
方

　
前
記
以
前
か
ら
熊
谷
市
に
住
所

が
あ
る
方
で
、
平
成
18
年
３
月
２

日
か
ら
平
成
18
年
６
月
１
日
ま
で

の
間
に
満
20
年
に
な
る
方

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

と
き
　
６
月
３
日（
土
）〜
７
日（
水
）

「
赤
城
山
の
家
」
を

　
　
　  

利
用
し
ま
せ
ん
か

　「
赤
城
山
の
家
」は
、
１
年
を
通

じ
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
林
間
学
校
で
利
用
し
て
い

る
施
設
で
す
。�

　
新
緑
と
ツ
ツ
ジ
に
囲
ま
れ
る
６

月
24
日
（
土
）
と
25
日
（
日
）
の
両

日
は
、
市
民
の
方
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。�

　
な
お
、
施
設
使
用
料
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
８
５

４
５
０
円�

１
５
０
円�

７
０
０
円�

４
９
０
円�

宿
　
泊

休
　
憩

夕
　
食

朝
　
食

使
用
料�

食
事
代

・
中
学
生
以
下
（
平
成
３
年
４
月

　
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円�

※
中
途
の
加
入
も
同
額
で
す
。

加
入
受
付
場
所

・
安
心
安
全
課
（
市
役
所
４
階
）

・
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

・
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

・
出
張
所

※
小
・
中
学
校
で
の
加
入
の
取
り

　
ま
と
め
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
各
家
庭
で
加
入
し
て
く
だ
さ

　
い
。

◆
安
心
安
全
課
　
☎
内
線
２
８
５

平
成
18
年
度
埼
玉
県
市
町
村

交
通
災
害
共
済
会
員
募
集
中

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

共
済
会
費
（
年
額
）

・
一
　
般
　
　
　
　
　
９
０
０
円�

責
任
を
持
っ
て
適
切
な
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
除
草
な
ど
の
処
理
が
で
き
ず
に

　
お
困
り
の
方
に
は
、
業
者
を
紹

　
介
し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
課
　
☎
内
線
３
０
５�

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
き
地
な
ど
の

雑
草
が
繁
茂
す
る
時
期
で
す
。

　
土
地
の
管
理
を
怠
る
と
、カ
や
ハ

エ
な
ど
の
衛
生
害
虫
の
発
生
、ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
の
原
因
に
な
り
、地
域

の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
ま
す
。

　
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は

　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

　
集
合
注
射
期
間
中（
４
月
５
日
〜

�

21
日
）
に
、注
射
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
、必
ず
最
寄
り
の
動
物
病

院
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
や
死
亡
・
変
更
に
つ
い
て

◆
環
境
衛
生
課
　
☎
内
線
３
０
５

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課�

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

市
民
環
境
課�

犬
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
は

◆
熊
谷
保
健
所 

生
活
衛
生
薬
事
担
当

　
　
　
　  

☎
５
２
３-

２
８
１
１

ねら

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
録
者
数
１
１，
９
０
３
人

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
平
成
18
年
３
月
31�

日
に
確
定

し
ま
し
た
。

　
男
性
６，
１
７
５
人
、
女
性
５，
７

２
８
人
、

計
１
１，
９
０
３
人
で

し
た
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
９
７�

と
こ
ろ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
地
下
警

　
備
員
室

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
９
７�
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●
熊
谷
市
役
所  

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー  

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

麦
わ
ら
は
燃
や
さ
ず

　
　
　
　
　
有
効
利
用
を

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

に
加
入
し
て
従
業
員
の
退
職

金
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど

の
異
動
の
届
け
出

　
も
う
す
ぐ
農
家
に
と
っ
て
一
年

で
も
っ
と
も
忙
し
い
季
節
と
な

り
ま
す
が
、
麦
わ
ら
の
処
理
に
あ

た
っ
て
は
焼
却
を
行
わ
ず
、
田
畑

に
す
き
こ
ん
だ
り
、
堆
肥
化
を
図

っ
た
り
す
る
な
ど
、
有
効
な
資
源

と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
特
に
雨
の
後
な
ど
の
湿
っ
た
状

態
で
焼
却
を
行
う
と
、
大
量
の
煙

が
発
生
し
て
付
近
の
交
通
の
妨
げ

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣
住

民
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
力
の

低
下
や
火
災
の
原
因
と
な
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
麦
わ
ら
の
焼

却
に
よ
る
処
分
は
行
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
業
振
興
課
　
☎
内
線
３
１
６

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
４
０
４

中
退
共
制
度
の
特
色

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・�

　
有
利
で
す
。

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

　
行�

先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
異
動
の
届

け
出
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も

軽
自
動
車
税
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・
譲
渡
等
に
よ
り
、
所
有
者
を
変

　
更
し
た
場
合

・
所
有
者
、
ま
た
は
使
用
者
が
他

　
市
町
村
へ
転
出
し
た
場
合

・
廃
車
手
続
き
（
ナ
ン
バ
ー
返
納

　
等
）
を
し
て
い
な
い
車
両
が
あ

　
る
場
合

・
盗
難
に
あ
い
、
警
察
に
盗
難
届

　
を
出
し
て
あ
る
場
合

　
申
告
用
紙
は
左
記
の
各
届
け
出

先
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
市
民
税
課
　
☎
内
線
２
４
５

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

     届け出先（問い合わせ先）

市民税課　☎内線245�
大里行政センター　総務税務課
妻沼行政センター　総務税務課

①埼玉運輸支局
熊谷自動車検査登録事務所
☎050-5540-2027�

②市民税課　☎内線245�
大里行政センター　総務税務課
妻沼行政センター　総務税務課

埼玉運輸支局
熊谷自動車検査登録事務所
☎050-5540-2027�

軽自動車検査協会
埼玉事務所熊谷支所
☎574-1662

　　　 　　車　　　　　　　種

熊谷市交付ナンバーの車両
・原動機付自転車（125cc以下のもの）�
・小型特殊自動車（農耕作業用・特殊作業用）

検査登録事務所交付ナンバーの車両
・小型特殊自動車
　（大型農耕用トラクターなど）
　※この車両は①②の２か所へ届け出が必要
　　です。

二輪車（125ccを超えるもの）�

軽自動車（三・四輪車）

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

　
ま
す
。�

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入

　
で�

き
ま
す
。

・
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

　
に�

な
り
ま
す
。

・
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業

　
間�

を
転
職
し
た
場
合
に
通
算
が

　
で
き
ま
す
。

・
掛
金
は
、
預
金
口
座
か
ら
振
り

　
替
え�

ま
す
。
退
職
金
は
直
接
退

　
職
者
に
支
払
い
ま
す
の
で
、
管

　
理
が
簡
単
で
す
。

◆
独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金

　
共
済
機
構
　

　
☎
０
３-

３
４
３
６-
０
１
５
１

5
月
31
日
は
自
動
車
税
の

　
　
　
　
　 
納
期
限
で
す

　
５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

め
ら
れ
ま
す
。

　
忘
れ
ず
に
、
５
月
31
日
（
水
）ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
熊
谷
県
税
事
務
所

　
　
　
　  

☎
５
２
３-

２
８
０
９

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
」

 

が
施
行
さ
れ
ま
す

　
平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
食
品

衛
生
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
残

留
農
薬
等
に
関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
残
留

農
薬
基
準
値
が
な
い
農
薬
に
も
、

０
・
０
１
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
う
低
い
数
値
が

設
定
さ
れ
、こ
の
基
準
値
を
超
え
る

と
生
産
物
の
流
通
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
農
薬
の
残
留
が
法
律

で
厳
し
く
規
制
さ
れ
る
た
め
、
農

家
は
も
ち
ろ
ん
一
般
家
庭
に
お
い

て
も
、
樹
木
や
家
庭
菜
園
等
で
農

薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
農
薬
の
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
、

　
使
用
基
準
を
守
り
ま
し
ょ
う
。�

②
農
薬
の
使
用
記
録
を
付
け
ま
し

　
ょ
う
。

③
他
の
ほ
場
や
作
物
に
農
薬
が
飛

　
散
し
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
。�

　
も
し
飛
散
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
す
ぐ
ま
わ
り
の
栽
培
者
に

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
指
導
機
関

に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◆
農
業
振
興
課
　
☎
内
線
３
１
５

◆
埼
玉
県
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ

　
ー
技
術
普
及
部
・
地
域
普
及
部

　
　
　
　 

☎
５
２
６-

２
２
１
０�

た
い 

ひ
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標
語
「
考
え
よ
う
　
身
近
な
税
の
　
重
要
性
」 

栗 

原 

由 

樹
さ
ん

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

 　 と　き

 5/27（土）

14：00
 ～16：00

　　　　　内 　 　 　 　 　 容

昔あそび

  （ベーゴマ、しゃぼん玉、
　　　　　　スポーツ吹き矢で遊ぼう）

☎524-1722

■［アグリパーク］   ☎567-1212 
                             開設時間10：00～18：00　10日休館
■［めぬま物産センター］ ☎588-0090  
　 　　　　　　　　開設時間9：30～18：00　休館なし

物産センター   5/27（土）・28（日）感謝セール 全品5％引き

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

平
成
18
年
度

　
　
　
市
税
等
納
期
一
覧

児
童
手
当
の
年
齢
拡
大
と

所
得
制
限
の
緩
和

　
平
成
18
年
度
は
、土
地
・
家
屋
の

３
年
に
１
度
の
評
価
替
え
の
年
で

　
平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５

月
10
日（
水
）に
発
送
し
ま
す
。
第

１
期
の
納
期
限
は
５
月
31
日（
水
）

で
す
。

◆
資
産
税
課
　
☎
内
線
２
５
０

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

納
期
の
お
知
ら
せ
（
5
月
分
）

納
期
限
　
５
月
31
日（
水
）

●
固
定
資
産
税
・

　
　
　
　
都
市
計
画
税（
１
期
）

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

※
市
税
の
納
入
は
、安
全
、便
利
、

　
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を�

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

　
実
施
中�

◆
納
税
課
　
☎
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課�

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

５/31（水）
６/30（金）
７/31（月）
８/31（木）
10/２（月）
10/31（火）
11/30（木）
12/25（月）
１/31（水）
２/28（水）

１期
２期
３期
４期
５期
６期
７期
８期

国
民
健
康

保
険
税

都
市
計
画
税

固
定
資
産
税

平
成
18
年
度

納 

期  

限

市
・
県
民
税

軽
自
動
車
税

１期

２期

３期

４期

全期１期

２期

３期

４期

※
口
座
振
替
利
用
者
の
振
替
日

　
は
、納
期
限
の
日
と
な
り
ま
す
。

知っていると安心な防犯対策

   自転車の盗難被害に
                  あわないために
●自転車の盗難の特徴
　乗物（自転車・オートバイ・自動車）の盗難は、

窃盗全体の４割近くを占めるほど多発しています。

その中で、最も多いのが自転車の盗難です。また、

少年による犯罪が多く発生しており、検挙された

者の９割程度を20歳未満の少年が占めています。

●被害を防ぐためには�
　まずは狙われないようにすることが大切です。

コンビニでの買い物など、わずかな時間でも必ず

施錠するようにします。ワイヤー錠なども取り付

け、二重に鍵をかけると効果的です。

　路上放置されている自転車は狙われやすくなり

ます。管理人がいる、防犯カメラなどの防犯機器

が整備されているなど、管理の行き届いた駐輪場

を選びましょう。

　自転車を購入したときは必ず防犯登録をしまし

ょう。窃盗被害にあった場合でも、登録番号の照

会ができ、発見された場合の手続きも早くできます。

　　　　　　　　　◆安心安全課　☎内線339

ねら

　
口
座
に
は
、
前
日
ま
で
に
ご
入

　
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
納
税
課
�
☎
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

　
児
童
手
当
が
小
学
校
修
了
前
ま

で
に
延
長
さ
れ
、
同
時
に
所
得
制

限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
申
請
が

必
要
な
方
に
は
、
申
請
書
と
手
続

方
法
の
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

案
内
が
届
か
な
い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、６

月
号
市
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
内
線
２
９
２

す
。縦
覧
は
５
月
31
日（
水
）ま
で
、

平
成
18
年
度
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、実

施
し
て
い
ま
す
（
土
・
日
曜
日
、祝

日
は
除
く
）。

◆
資
産
税
課
�
☎
内
線
２
５
０

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー 

総
務
税
務
課

年
　
度

　   と    き

5/3（水・祝）
　～7日（日）
10：00
   ～16：00

5/5（金・祝）・14（日）
9：00～17：00

5/20（土）
  ①10：30～
  ②14：00～

6/1（木）～4（日）

　　内 容・費 用

ふれあいバザー・

　各種コンサート等

雑貨・衣類等の
       フリーマーケット

①ハンギング

②寄せ植え  
費用：各3,000円（昼食または軽食付き）

 催し・講習会

道の駅めぬま
5周年記念
      イベント

蚤の市＆フリー
マーケット

ガーデニング
講習会

妻沼さつき盆栽
会花季展示会

のみ

さつき盆栽展示
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

5
月
の

　
休
所
日

6
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

２
日（
火
）、６
日（
土
）、

７
日（
日
）、８
日（
月
）、

９
日（
火
）、16
日（
火
）、

23
日（
火
）、30
日（
火
）

６
日（
火
）、13
日（
火
）、

20
日（
火
）、27
日（
火
）

　
９
時
〜
16�
時

　
10
時
〜
15
時

5
月
の

　
休
所
日

6
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

１
日（
月
）、３
日
（
水
・
祝
）
、

４
日
（
木
・
休
）、５（
金
・
祝
）
、

８
日（
月
）、15
日（
月
）、

22
日（
月
）、29
日（
月
）

５
日（
月
）、12
日（
月
）、

19
日（
月
）、26
日（
月
）

　
９
時
〜
16�
時

　
10
時
〜
15
時
30
分

別
府
荘  
☎
５
３
２-

２
０
２
０

上
之
荘  

☎
５
２
５-

６
９
６
４

※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に
あ

　
た
り
ま
し
て
は
、市
内
循
環
バ
ス

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、20

　
人
以
上
の
団
体
で
送
迎
バ
ス
の

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、直

　
接
施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘 

☎
５
８
８-

２
６
０
０ ●

熊
谷
市
役
所  

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー  

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

家庭ごみの収集日
4月1日から ごみ収集体制が統一されました。

 燃えるごみの収集日

【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日

ごみ袋…透明袋・半透明袋(レジ袋も可)

 燃えないものの収集日

ごみ袋…透明袋

※車両火災の原因となるスプレーカン、カートリッジボ

　ンベは『ビンの日』に収集しますので、必ず穴をあけ、

　ビンとは別にして透明袋で出してください。

※有害ごみ（蛍光管、乾電池、カガミ、体温計）は、 市役

　所（地下入口横)、行政センター、登録された自治会館

　や地区集会所などに設置してある回収箱へ出してくだ

　さい。

 資源物（紙類）と粗大ごみの収集日

　市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日（毎

　週１回）に収集します。

※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは、

　「熊谷市くらしのカレンダー」３０ページまたは「市報３

　月号」２・３ページで確認できますのでご覧ください。

　  ◆環 境 美 化 セ ン タ ー　☎ ５２４-７１２１

　  ◆大里行政センター市民環境課　☎ ０４９３-３９-４８０２

　  ◆妻沼行政センター市民環境課　☎ ５８８-９９８８

　  収　　　集　　　日

5/ 3 （水・祝）、31（水）

5/10（水）、6/ 7 （水）

5/17（水）、6/14（水）

5/24（水）、6/21（水）

　　種　　　類

資源物（ビン）

資源物（ペットボトル）

不燃ごみ

資源物（カン）

花
と
緑
の
相
談

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

　
　
　
　    

気
を
つ
け
て

　
ご
家
庭
の
樹
木
の
育
て
方
や
病

虫
害
に
つ
い
て
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
26
日（
金
）13
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
横
川
登
代
司
氏（
樹
木
医
）

◆
緑
化
セ
ン
タ
ー 

☎
５
２
５-

７
１
８
０

　
工
場
や
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
と
炭
化
水
素
が
、

太
陽
か
ら
の
紫
外
線
に
よ
り
化
学

反
応
を
起
こ
し
て
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
（
主
に
酸
化
性
物
質
）

を
生
成
し
ま
す
。
こ
の
濃
度
が
高

く
な
る
と
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た

り
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
し
ま

す
。
こ
れ
が
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
被
害
を

防
ぐ
た
め
防
災
行
政
無
線
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、

６
月
か
ら
９
月
の
間
に
、
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
14
回
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
さ
け
る
。

・
目
や
の
ど
に
刺
激
や
痛
み
を
感

　
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
屋
内
に
入
り

　
洗
眼
や
う
が
い
な
ど
を
す
る
。

・
身
体
に
異
常
を
感
じ
た
と
き
は
、

　
医
師
の
診
断
を
受
け
る
よ
う
に

　
す
る
。

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
を

　
受
け
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
政
策
課
　
☎
内
線
３
０
３

◆
県 

大
里
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

 

（
熊
谷
保
健
所
）

　
　
　
　  

☎
５
２
３-

２
８
１
１

　　相  談  機  関  名

婦人相談センター
ＤＶ相談室
（配偶者暴力相談支援センター）

「Ｗｉｔｈ　Ｙｏｕ　さいたま」
埼玉県男女共同参画推進センター

大里福祉保健総合センター

埼玉県警察犯罪被害者相談センター

熊谷警察署 生活安全課

熊谷市男女共同参画推進センター
「ハートピア」

受付日

月～土

日・祝日

月～土

日・祝日

月～金

月～金

                         随　　時

電話番号

048-600-6060

048-600-3800

523-2813

0120-381-858

526-0110

受 付 時 間

10：00～20：30

10：00～17：00

10：00～20：30

10：00～16：30

  9：00～16：00

  8：30～17：15

～ひとりで悩まず相談を～

ドメスティック・バイオレンス（DV）
のない社会に

◆男女共同参画室　☎599-0011

相談機関（女性・ＤＶ相談等）

  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは
　配偶者や恋人など親密な関係にある者からの暴力のこ

とで、次のような暴力があります。

　身体的暴力：殴る・蹴るなど
　精神的暴力：無視する、行動を監視するなど
　性的暴力　：性行為の強要など
　経済的暴力：生活費を負担しないなど

　ＤＶの被害者は、多くの場合女性であり、女性は男性

に比べて更に従属的な状況に追い込まれます。背景には、

女性を男性より低く見る社会意識や性別による固定的な

役割分担意識・社会の慣行、経済格差などがあります。

  「配偶者等からの暴力防止および被害者支援基本計画」
  が策定されました

　県では「配偶者等からの暴力を許さない社会の実現」を

目標に平成18年度から20年度までの3年間を期間として、

被害者の立場に立った総合的かつ具体的な対策を計画的

に進めるための基本計画を策定しました。

　市では、第一次的な対応機関としての役割を担い、被

害者の状況を的確に把握し、助言やサービスの提供を行

っています。更に他機関の支援が必要な方については、

速やかに連携を図っています。　　

  ＤＶは犯罪です。ＤＶでお悩みの方は相談窓口へ相談
  してください。　　

15ページをご覧ください。

け

※相談時間は、午前中は12時まで、午後は１3時からです。

（注１）6月の行政書士相談は、遺産分割協議書、遺言についてです。

●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日は除く）

5/19（金）

5/26（金）・6/23（金）　

5/10（水）・17（水）
6/14（水）・21（水）　

　相　談　名

法　　　　　律

税　　　　　務

行　　　　　政

登　    　　　記

行政書士（注１）

不　　動　　産

住　　　　　宅

消　費　生　活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特　設　人　権

生　活　相　談

　 　 問 い 合 わ せ

市民相談室
　☎524-1111　内線460・461
妻沼行政センター総務税務課
　☎588-1321　内線305

市民相談室☎524-1111  内線460・461

妻沼行政センター総務税務課☎588-1321  内線304

大里行政センター総務税務課
　☎0493-39-0311

妻沼行政センター総務税務課
　☎588-1321　内線305

市民相談室
    ☎524-1111　内線460・461

　　〃　　            　内線283�

商業観光課
　　　☎524-1111　内線467�

人権政策課
　　　☎524-1111　内線356�

人権政策課
　　　☎524-1111　内線26�2

場　　　　　所

市民相談室（市役所１階）

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

妻沼勤労福祉会館（２階相談室）

市民相談室（市役所１階）

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

商工会館

大里コミュニティセンター

春日文化センター

めぬま農業研修センター

上中条集会所（上中条1414-1）

今井集会所（今井1395）

　時　　間

13：00～16：00
      （要予約）

13：00～16：00

13：00～15：00

10：00～15：00

10：00～16：00

10：00～15：00

  9：00～12：00

13：00～16：00

  9：30～16：00

13：00～16：00
　   （要予約）

10：00～15：00

13：30～16：30

　  相　談　日

５/18㈭･25㈭
６/１㈭�

５/11㈭
６/８㈭・22㈭

５/11㈭･６/８㈭

５/10㈬

５/17㈬・６/14㈬

５/２㈫・６/６㈫

５/25㈭・６/22㈭

５/８㈪�・６/12㈪

６/５㈪�

５/16㈫・６/20㈫

５/23㈫�・６/27㈫

毎週月・火・水・金曜日
　（木・祝日を除く）

５/２㈫・６/２㈮

５/11㈭�･６/１㈭�

６/１㈭

５/２ ㈫

５/18㈭・６/１㈭

５/24㈬

６/７㈬

　　相　談　員

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士

行政書士

宅地建物取引主任者

建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

北部地域創造センター
　　　　  　　　☎522-6506

　　　〃　  　　☎521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　 　　　 ☎524-0999
北部産業労働センター
　　　　 　　　 ☎523-2817
さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　  　　　☎524-8805

法　　　  律（県）

県 民 相 談（県）

交通事故相談（県）

消費生活相談（県）

労 働 相 談（県）

常 設 人 権（国）

弁護士

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１～３水曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

〃

〃

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）

9：00～16：00

〃

9：30～16：00

10：00～12：00
（要予約）

9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県
消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

市民相談室
    ☎524-1111　内線460・461

暮らしの
アドバイス
暮らしの
アドバイス

相談相談

子どもの電話相談子どもの電話相談
●教育上の悩み・不安について

　電話教育相談 教育研究所　

　☎５２４-１１１１　内線３８３

●ひとりで悩まないで相談しませんか

　青少年相談総合センター（県）　

　☎０４８-８３０-３０２５

●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめなど

　毎週火・金曜日　9：00～16：00

　北部少年サポートセンター 熊谷相談室

　（埼玉県警）　

　☎５２４-４０１６

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　

　☎５２７-２７００（家庭児童相談室直通）

　　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日

　　　5月26日（金）・6月23日（金）

　　　9：00～16：00（要予約）

・熊谷児童相談所（県）　☎５２１-４１５２

●いま、いじめで悩んでいる君へ

　教育110番　☎５２５-７８３０（直通）

●不登校に関する悩みごと

　さくら教室電話相談（月曜日休）☎５２３-１５７０（直通）

  

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室  ☎599-0015

男女共同参画推進センター 相談のご案内
　配偶者からの暴力（ＤV）を中心に、暴力被害に伴う夫婦

間・家族間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要

因となる問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）

臨床心理士による相談
（要予約）

保健師による相談
（要予約）

相　談　名     　　　　　　 相　談　日 　　　　          時　　間

  9：00～17：15

13：30～15：00

  9：00～16：00

13：30～15：30

特許活用相談会（県）

労働なんでも相談室（県）

特許情報活用
支援アドバイザー

埼玉労働局専門相談員

５/24㈬ 13：00～17：00

９：30～17：00

埼玉県産業技術総合センター
北部研究所（末広2-133）

浦和ＩＳビル７階
（さいたま市浦和区高砂1-5-1）

知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　  ☎048-647-4245

埼玉労働局浦和駅西口総合労働
相談コーナー  ☎048-822-0717

憲法記念法律相談　 弁護士　　　　　　　５/13㈯　　　　　  10：00～13：00　　    商工会館大ホール　　   弁護士会熊谷支部　☎521-0844

６/２㈮

５/12㈮

５/19㈮

結　婚　相　談　  結婚相談員 13：00～16：00

コミュニティセンター

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

社会福祉協議会　☎521-2735

社会福祉協議会大里支所☎0493-39-0471

社会福祉協議会妻沼支所☎588-2600
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月～金曜日（祝日を除く）


